
次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
そ
の

寄
附
金
が
学
生
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の
事
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
事

業
活
動
が
適
正
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件

と
す
る
。

１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
そ
の

寄
附
金
が
学
生
等
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の
事
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の

事
業
活
動
が
適
正
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要

件
と
す
る
。

一

当
該
寄
附
金
が
、
学
生
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の
事
業
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
基
金
（
以

下
「
修
学
支
援
基
金
」
と
い
う
。）に
受
け
入
れ
ら
れ
、
他
の
経
理
と
区
分
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

一

当
該
寄
附
金
が
、学
生
等
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の
事
業
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
基
金（
以

下
「
修
学
支
援
基
金
」
と
い
う
。）に
受
け
入
れ
ら
れ
、
他
の
経
理
と
区
分
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

当
該
寄
附
金
の
使
途
が
、
当
該
法
人
が
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
事
業
（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
に
あ
っ
て
は
、
イ

に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

当
該
寄
附
金
の
使
途
が
、
当
該
法
人
が
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
事
業
（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
に
あ
っ
て
は
、
イ

に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

次
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
学
生
に
対
す
る
も
の

イ

次
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
学
生
等
に
対
す
る
も
の

・

﹇
略
﹈

・

﹇
同
上
﹈

当
該
法
人
が
教
育
研
究
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
学
生
の
留
学
に
係
る
費
用
を
負
担
す
る
事
業

当
該
法
人
が
教
育
研
究
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
学
生
等
の
留
学
に
係
る
費
用
を
負
担
す
る
事
業

当
該
法
人
の
就
業
規
則
等
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
生
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

主
た
る
目
的
と
し
て
、
学
生
を
当
該
法
人
の
教
育
研
究
に
係
る
業
務
に
従
事
さ
せ
、
学
生
に
対
し
て
手

当
を
支
給
す
る
事
業

当
該
法
人
の
就
業
規
則
等
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
生
等
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
学
生
等
を
当
該
法
人
の
教
育
研
究
に
係
る
業
務
に
従
事
さ
せ
、
学
生
等
に
対

し
て
手
当
を
支
給
す
る
事
業

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

ロ

個
々
の
学
生
の
障
害
の
状
態
に
応
じ
た
合
理
的
な
配
慮
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ
っ
て
、

障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
も
の

ロ

個
々
の
学
生
等
の
障
害
の
状
態
に
応
じ
た
合
理
的
な
配
慮
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ
っ

て
、
障
害
の
あ
る
学
生
等
に
対
す
る
も
の

三
〜
五

﹇
略
﹈

三
〜
五

﹇
同
上
﹈

２

令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
そ
の
寄
附
金
が
学
生
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の

事
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
事
業
活
動
が
適
正
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
及

び
総
務
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
要
件
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
三
十
八
条
第
三
項
（
国

立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
三
十
五
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

と
あ
る
の
は
、「
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
三
項
」
と
す
る
。

２

令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
そ
の
寄
附
金
が
学
生
等
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め

の
事
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
事
業
活
動
が
適
正
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣

及
び
総
務
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
要
件
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）第
三
十
八
条
第
三
項（
国

立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
三
十
五
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

と
あ
る
の
は
、「
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
三
項
」
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
財
務
省
告
示
第
八
十
八
号

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
百
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
所
得
税
法
別
表
第
二
の
甲
欄
に
掲
げ
る
税
額
が
算
定
さ
れ
た
方
法
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
方
法
を
定
め
る

件
（
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
大
蔵
省
告
示
第
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年
一
月
一
日
以
後
に
支
払
う
べ
き
同
項
に
規
定
す
る
給
与
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
う
べ
き
当
該
給
与
等
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き




		2026-03-31T20:53:54+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



